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１．研究計画の概要 

石川県内の人口減少地域である奥能登地域

の人々の死生観とケアニーズの実態とその

変容を明らかにし、それをモデルとして人口

減少地帯の終末期医療の在り方を解明する

ことを目的としている。特に、奥能登の同一

地区で 3年間の期間をおいて同一のアンケー

ト調査を実施することによって、死生観とケ

アニーズの変容を経時的に把握し、かつ変容

の要因を考察する。さらに、当該地域の医療

環境と宗教的文化的環境に照らして、将来の

終末期医療のあり方について提言する。 

その際、考察の基礎資料を得るために、同じ

過疎地にありながら、積極的に在宅終末期医

療を推進してきた（ないしは推進していた）

国内外の 3 つの地域を調査（視察）する。 
 
２．研究の進捗状況 

19 年度に「奥能登在住の住民」と「石川県

北部地区の開業医」を対象に「死生観と終末

期在宅療養に関する意識調査」を実施し、そ

の調査結果に関する分析と報告を行った。20

年度は石川県内で活動している病院看護師

と訪問看護師を対象に同一の調査を実施し、

口頭発表をおこなった。結果として医療者は

住民に比して自宅療養の希望が高く、終末期

在宅療養の可能性については訪問看護師が

病院看護師より高い傾向があった。こうした

調査結果は 21 年度に中間報告書として公表

し、マスコミ（北國新聞、朝日新聞）でも取

り上げられた。 

また、20、21 年度の夏には典型的な南ドイ

ツの人口減少地帯リーベンゼラ等で在宅終

末期医療の現状調査を行うと同時に、在独高

齢者の死生観とケアの現状を視察した。前者

ではドイツの終末期医療においてキリスト

教における Seelsorgeという実践神学の取り

組みが重要な働きを担っていること、後者に

では異文化で暮らす人々の文化的なケアの

必要性が示唆された。この視察報告は石川看

護雑誌に第 5、6巻で行った。 

 
３．現在までの達成度 
 順調に研究目的を達成しており、現在は平
成 22 年度の調査研究を準備中である。達成
度は 70％程度と考える。 
 
４．今後の研究の推進方策 
 平成 22 年度は、平成 19 年度に実施した調
査（珠洲市、能登町の 40 歳代から 70 歳代の



住民を対象に調査を実施）と同一方法・対象
で調査を行うことによって、当該地域の死生
観と終末期医療に関する意識の実態と変容
を把握する。その結果は今年度中に報告書と
して公表する予定である。 
 
５. 代表的な研究成果 
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